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マルチモーダルAIと暗黙知の形式知化による大学病院の『知の循環』型構造転換と
教育研究基盤の強化 データの「統合」と技能の「形式知化」による、教育・研究・診療が循環する未来型大学病院モデル

現在 (Before) 労働集約・経験依存型

将来 (After) データ駆動・知の循環型

情報のサイロ化

電子カルテ、部門システムが分断
され、RWDが埋没している状況
であり、データの活用が困難に

技能のブラックボックス化

熟練医の「匠の技」が個人の暗
黙知に留まり、「背中を見て学
ぶ」非効率な技術伝承のために
継承が困難に

経営の盲目化

横断的データがないために迅速な
資源配分・意思決定を行うだけ
の十分な情報がなく判断が難し
い状況に

AX
AI トランス
フォーメーシ

ョン

マルチモーダル型RWDのAI基盤

手術ロボット「Saroa」導入

デジタル病理網の構築

診療データ、画像、文書情報をデータ基盤に集約
し、生成AIを用いて解析可能な「知」へと昇華さ
せる。

外科医の「匠の技」を手術の画像データ、手術操
作の力触覚データ、手術器具の動作データとして
可視化・保存し、教育資産として活用する。

デジタル病理網を通じて、物理的な距離を超えて
高度な診断能力を地域全体で共有する。

パートナー

教育・研究機能の飛躍的強化
次世代医療人の育成
若手医師や学生がデータおよび形式知に基づいた教育を通じて、
デジタルネイティブな次世代医療人へと継続的に育成される

経験則からデータ・エビデンスに基づく経営へ

研究支援エコシステムの確立
運営・教育データを、研究利用に適した形で蓄積することで、医療、
医学教育、新薬開発、医療機器開発、病院運営等、幅広い研究
活動の円滑な実施を支援する。



事業を構成する3つの柱と具体的施策
「情報・技能・地域」の統合により、高度な研究教育環境とデータドリブンな病院経営を同時に実現

情報の統合
技能の統合

地域の統合
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● HL7v2 / FHIR / DICOM 等のあらゆる情報を統合したマルチモーダルなデー
タを扱うことが可能な AI 基盤の構築

● 研究や教育の現場において生成AI (Gemini等) の実装と活用
● 即時性のある分析結果を利用して経営へ活用

● 熟練医の手技・力覚触覚データをログとして蓄積
● 若手医師への技能教育期間を大幅短縮(教育DX)
● 国産ロボット活用による医工連携研究の推進

マルチモーダル型RWDのAI基盤構築

手術ロボット「Saroa」導入 (暗黙知のデジタル化・可視化)

デジタル病理診断網の構築 (WSIによる遠隔診断ネットワーク)

● 物理的移動を最小化した
迅速な病理診断支援

● 地域全体の医療品質均て
ん化

● 希少症例データの集約とAI
学習リソース化

FHIR (電子カルテ等)

HL7v2 (検査記録等)

DICOM (医用画像)

その他 (医事・会計等)

教育病院経営研究

マルチモーダルAI
アプリケーション
レイヤー

データソース

統合基盤

データソース

医用画像 バイタル医療記録 ゲノムデータ
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全学的な推進体制と事業の持続可能性 (サステナビリティ)
強力なガバナンスと産学連携により、補助期間終了後も自走・発展するエコシステムの構築を実現
推進体制 (ガバナンス)

持続可能性のエコシステム これまでの実績

学長 北川

プロジェクトオーナー

プロジェクト推進本部
事務局・支援体制

病院長 大坪

改革ビジョンの提示、法人全体のガバ
ナンス管理を担当

事業の総括責任者
現場への指揮命令および進捗管理

病院長直轄の組織として設置し、以下の3つのワーキンググループ（WG）を統括する。定期的なステアリングコミッティを開催し、KPIのモニタリングと課
題解決を行う

リーダー：臨床研究データセンター長 山野主任教授
データ基盤・AI活用WG

● IT戦略推進室と連携
● RWD基盤構築
● AI導入・セキュリティ管理
● 研究者支援

外科教育・先端医療WG

● 手術支援ロボ「Saroa」導入
● 力触覚データ教育活用
● 医工連携研究の推進

● 遠隔病理診断の実施
● 関連病院連携フロー構築
● AI診断支援モデルの開発

リーダー：消化器外科 民上主任教授
地域病理ネットワークWG

リーダー：病理診断科 小池主任教授

学長室、財務課、IT戦略推進室、病院管
理課、Total Quality Management室、
臨床研究データセンターから専任担当を配置

● 予算・進捗管理
● 関係部署および行政対応
● パートナー企業との連携・調整
● ITセキュリティ委員会と連携し、個人情
報保護法や次世代医療基盤法に準拠
したデータガバナンスを徹底

改革の
持続・発展

人材と組織の持続可
能性

AIやロボなど
最新技術

でのコスト削減

新規治験や研究
地域からの病理診断
受託による収益増加

技術の拡張性

技術面だけでなく事業の発展性・持続可能性高いモデル
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